投手の投球制限について
投手の投球過多（オーバーユース）が原因で肩や肘に傷害を起こすのを防止するため、下記の投球制限を設ける。

１　投球制限について

1 投手の１日の投球回数は７回までとする。

但し、延長戦及び特別延長戦（プレーオフ）は除く。

2 ダブルヘッダーで試合が行われる場合、１試合目と合わせての投球回数が７回を越えてはならない。

ＡリーグとＢリーグに重複登録されている投手が、Ａリーグで投げ又Ｂリーグでも投げる場合も上記規則が適用される。（ＢリーグとＣリーグでも同様である。）

3 投球回数は打者（牽制球を含む）に投球した回を繰り上げてカウントする。

例えば、先発した投手Ａ君が３回無死の場面で打者に１球だけ投げた後で、Ａ君はライトへ、ライトのＢ君が投手として交代しＢ君が７回まで投げた。

この場合繰り上げ方式となるため、Ａ君の投球回数は３回、Ｂ君の投球回数は５回となる。
２　罰則について

1 試合途中で規則違反があれば直ちに投手を交代させる。

2 試合終了後に規則違反が確認された場合は７：０で違反したチームの負けとする。

即ち、この規則の適用に際しては、各チームの自主管理を求めるため、試合途中で自主申告（審判及び相手チームからの指摘を含む）があったものについては無罰とする。
３　その他

1 投手の投球制限に関する規則は、ジュニアベースボールリーグ愛知（ＪＢＬＡ）

の大会規程であるため、例えば午前中は他の大会で午後はＪＢＬＡの大会のような
ケースではこの規則が適用されないことは当然である。

しかし各チームはこの規則の目的をご理解の上、自主管理をするよう要望致します。
2 この規則は２０１１年５月１日から適用する。
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